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学校教育学部図書館 玄関ロビーの壁画

広島大学広報委員会



えてくれた彼 らに本当に感謝 しています。

日本人はどこへ行っても,不 思議と集団で

行動するようですが,イ ンディアナ大学の学

生寮でも同様でした。日本人同志で集まって

も,な るべ く英語をしゃべるようにすれば良

いのですが,そ れでも学生食堂でいつも同じ

メンバーで, 日本人だけで食べていると,他

国の人に 「ジャパニーズテーブル」 と皮肉ら

れたりします。このような集団行動は, まわ

りから見てあまりいい印象は持たれないので,

慎 しまなければならないと思いました。

留学することについて賛否両論はあるので

すが,近 年その意義が認められるようになっ

カ リフォル ニ ア大 学 サ ン ・デ ィエ ゴ校

(UCSD)に 物理学科の大学院 1年 生 として

留学 したのは1979年のことであった。UCSD

は 9校 あるカリフォルニア大学のなかで学生

数ではロス ・アンジェルス校 (UCLA),バ ー

ク レー本 校 (UCB)に 次 ぐ規 模 を もつ。

UCSDの キャンパ ス はカ リフォルニ ア州 の

南端のサ ン ・デ ィエゴ市郊外,ラ ホイヤ (La

Jolla)という町にあ り,青 空 とビーチの満喫

で きる環境 にあ る。 1987年にノード ル生理

学 ・医学賞を受賞 した利根川氏 もこのキャン

パスで大学院生時代 を送 られたらしい。私は

2年 間ラホイヤのキ ャンパスで過 ごした後,

指導教授の異動 にともなってニュー 。メキシ

コ州のロス ・アラモス国立研究所 に移 り,そ

こで博士 になるまで大学院後期の 3年 間を過

ごした。

ラホイヤに着 くとまず住 む場所 を探す必要

があった。学生課 に行 くと 「ルーム ・メイ ト

求む」の掲示がいっぱい貼 ってあ り,そ の中

から適当なものをい くつか選んで電話 をかけ
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てきたことは事実です。使い古された言葉で

すが,視 野が広がるとか,国 際感覚が身につ

くといった利点は確かにあるでしょう。ただ

そういったものは,外 国へ行ってあちこちめ

ぐって,風 景を眺めていたからといって身に

つ くものでなく,人 に接 し,で きるだけ多 く

の人々と交流を深め,新 しい考え方をどんど

ん吸収することで初めて生まれるものだとい

うことを忘れてはならないと思います。みん

ながするから留学するというのではなく,能

動的な動機をもってするのであれば,必 ず良

い結果が得られると確信 しています。
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る。結局,最 初に連絡のついた生物学科の大

学院生,Victorとキャンパスのはずれにある

大学院生用のアパー ト村 の 2 LDKの アパー

トで 2年 間共同生活 を送ることになった。ア

パー トが決 まるまでの間,キ ャンパスにある

留学生セ ンターに泊 まることがで きたのには

随分助からた。そこには世話役のアメリカ人

学生が 3名 生活 してお り,当 初のいろいろな

相談にのって くれた。写真は大学院 2年 生の

頃,他 の友人 らと Victorに連れ られて,大

平洋岸 を南下 して くる鯨 を観 にいったときの

づ

カリフォルニアの大学院生活
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の場合よりずいぶん軽いものだといえる。口

述試験以降の,博 士課程の研究や博士論文の

審査に関しては,わ が国のシステムと大差は

ない。

わが国の物理学における教育システムでは,

早 くから研究に従事できる点 (特に地方大学

ほどその傾向が強いようである)で は恵まれ

ている。それゆえ,あ る特定の分野の専門知

識 ・技術の修得に関しては優れた教育効果が

あるだろう。その反面,い くら学部の段階で

の教育レバルが高いとは言え,大 学院レベル

の基礎教育の密度には大いに疑間がある。米

国のシステムでは,物 理学全般にわたっての

視野というかセンス ・発想 という類を養おう

とすることに, より重点が置かれているとい

えよう。

いずれにせよ,私 にとらてのカルフオルニ

ア大学院生活は最高に楽 しかった。仲間と一

緒に徹底的に勉強 して,同 時に体力の続 く限

り遊びまくらて駆け抜けた 2年 間であった。

ゞ

今回の 「広大フォーラム」は留学がテーマ

だそうですが,私 の場合は留学ではあ りませ

ん。私の所属する研究室の仕事で昨年の秋に

約 3週 間イタリアに滞在 しました。その時の

体験をお話 ししたいと思います。

今回のイタリア行 きが私にとって初めての

海外体験でした。私が初めに滞在 したのはモ

ンテベルーナという,ベ ネチアから列車で 1

時間ほど北へ向かったところにある小さな田

舎の町です。一番賑やかなところが西条の4

分の 1く らいといったところで しょうか。こ

んな小さな町にも古 くからの建物は残ってお

り,タ バコ屋の店先には建物を写 した絵葉書

がありました。町の中心から少 し離れたとこ

ろにある大きな教会の横を通ったとき,高 校

生らしい学生が大勢集まっているのを見まし

た。たまたまその中にむこうでお世話になら

たBedin氏の娘さんを見つけることができた

ので何をしていたのか尋ねたところ,先 生の

授業の進めかたが気に入 らなくて皆で授業を

ボイコットしたのだと言っていました。

イタリアを語るときに忘れてはいけないの

が,食 べ物のことで しょう。イタリアといっ

たら多 くの方がまず初めに連想するものにパ
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スタがあると思います。日本でも見かけるよ

うなものから,マ カロニを5ミ リぐらいの長

さに細か く切って豆と混ぜ合わせ雑炊のよう

にしたもの,小 さなぎょうざに似ていて中に

挽 き肉が入っているものなど様々です。種類

はとにか く豊富で,同 じものを2度 食べるこ

とはありませんでした。パスタ以外では仔豚

の丸焼 き,鹿の肉の料理,生ハムなど実に様々

なものが豊富にあります。

1週 間後,私 とBedin氏はミラノヘ と向か

いました6私 たちが開発 したシステムのプロ

トタイプをSMAUと いうコンピュータショ

ウに出品する為です。 ミラノに着いてまず目

についたのが路上駐車をしている自動車の多

さです62列 なんかは当たり前でひどいとこ

ろでは3列 にもなって自動車が道路にとめら

れています。一番奥にとめてある自動車はど

うするのでしようか。他人事ながら心配 して

しまいます。 ミラノでは地下鉄を活用 しまし

た。切符は 1枚 800リラ (約80円)で 区間に

関係なくこの値段です。切符には 「75分間有

効」と書かれており,その時間内であれば (改

札を出ない限り)ど こへでも行けるというも

のでした。

パ ドバ 大 学 の 壁
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